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は、小児病棟での実習をはじめ、小児科外来や
クリニック、保育所、幼稚園、障害児施設など
様々な施設において実施されてきている（山内ら，
2017；秋田ら, 2019）。
　2020年頃より、新型コロナウイルス感染症が流
行し、病院や保育所等での臨地実習が中止となり、
実習内容の変更や工夫を各教育機関において手探
りで行わなければならない状況が生じた。日本看
護系大学協議会による調査報告（2021）で、小児
看護学実習の臨地実習が80.2％の大学で中止とな
り、67.8％が遠隔授業形式の実習に、83.7％が学
内実習に変更となり、実習目標の到達状況として

Ⅰ．序論

　近年、少子化による小児病棟の閉鎖や、看護師
養成の教育機関の増加に伴い、小児看護学実習の
臨地実習施設の確保が困難となっている。厚生労
働省（2015）は、「母性看護学実習及び小児看護
学実習における臨地実習について」の通知におい
て、病院以外にも保育所や小中学校、保健セン
ター、社会福祉施設等での実習を含めることがで
きるとした。その通知を受け、小児看護学実習
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【目的】文献検討により、コロナ禍における小児看護学臨地実習の代替実習での工夫や学生の学
びについて概観し、代替実習の現状や課題を明らかにする。

【方法】医学中央雑誌WebとCiNiiを用い、2020年1月から2022年10月の期間で、「小児看護学実習」
をキーワードとして検索し11文献を対象とした。文献を読み、代替実習の工夫や学生の学びの
記述を抜粋しコード化し、代替実習の工夫と学生の学びに分類したうえでコード間を比較検討
し、カテゴリー化を行った。

【結果】代替実習の工夫として、リアリティの生成、イメージ化、自ら学び取る機会の提供、思
考力の醸成、学生同士の学び合いの活性化、学びの視点の共有、行き詰らないための配慮が見
出された。学生の学びとして、子どもの成長発達や疾患をふまえた看護、子どもへの倫理的配慮、
子どもの療養環境、チームワーク、看護過程、臨地実習と遜色ない学びが見出された。

【結論】教員は、代替実習において、臨地実習のようなリアリティを作り出し、学生が行き詰ま
らないよう配慮しながら、実習目標に到達できるよう、個別に支援するとともに、学生同士の
学び合いを活性化できるように関わることが必要である。

　Key words：小児看護学実習、代替実習、実習指導、文献検討、学び

＊京都看護大学看護学部



清水　史恵

─ 14 ─ ─ 15 ─

記載のない文献や統合実習に関するものは除き、
小児看護学の領域実習に関する文献に限定した。
コロナ禍における小児看護学実習の代替実習とし
て学内実習やオンライン実習の工夫や学生の学び
の記述があるかについて確認し、最終的に11文献
を対象とした（表１）。代替実習の全体を概観す
るため、学内実習、オンライン実習、学内実習と
オンライン実習を併用した実習、これら全ての方
法を代替実習として分析対象とした。

2. 分析方法
　文献を何度も読み、代替実習の工夫やそれに伴
う学生の学びに関する記述を抜粋し意味内容を損
なわないようコード化した。コードの内容から、
代替実習の工夫と学生の学びに分類したうえで、
それぞれの類似性や相違性から比較検討し、サブ
カテゴリー、カテゴリーを見出した。

3. 倫理的配慮
　文献検討の対象とした文献において示された知
見を引用する場合、出典を明記した。今回の研究
で明らかにした知見と明確に区分し記載した。

Ⅳ．結果

1. 文献の概要
　対象とした11文献の研究デザインは、量的研究
２件、質的研究５件、量的研究と質的研究の併用
２件、実践報告２件であった。

2. 実習内容と学生の学び
1）� 新型コロナウイルス感染症流行後の小児看護

学実習の形態
　新型コロナウイルス感染症の流行に伴い、小児
看護学実習をオンライン実習に変更が４件、学内
実習に変更が５件、オンラインと学内実習の併用
への変更が２件であった。10件は小児病棟実習の
代替実習で、そのうち９件は、教員が提示した事
例患児を学生が受け持ち看護過程を展開する実

技術や態度が臨地実習時から下回ったと報告され
ている。小児看護学実習で、子どもの模擬患者が
いないことで、「子どもが嫌がることへの対応」「子
どもの多様性の理解」「発達障害の子どもの理解」

「成長発達個別性に合わせた対応やケアの実施」
「子どもの尊重」「特徴をふまえた倫理的行動」「安
全に配慮した環境整備、関わりやケア」の不足が
あり目標の変更を行ったこと、教員や学生が子ど
もの模擬患者になるには限界があったとも報告さ
れている（日本看護系大学協議会，2021）。一方で、
小児看護学実習の代替実習で様々な工夫がなされ
ていることや、それに伴う学生の学びについて報
告されている。今後も、臨地実習施設での実習が
困難となることが予測されるため、これまでの研
究から代替実習の工夫や学びの現状および課題を
明らかにし、今後にいかすことが必要である。

Ⅱ．目的

　コロナ禍で臨地での小児看護学実習が不可能と
なった際の学内実習やオンライン実習などの代替
実習についての研究報告をもとに、代替実習での
工夫や、それに伴う学生の学びを概観し、小児看
護学実習の代替実習における現状や課題を明らか
にする。

Ⅲ．方法

1. 文献収集の方法
　日本における小児看護学実習に焦点を当てたた
め、和文献に限定して文献を収集した。データベー
スは、医学中央雑誌Web、CiNiiを用いた。新型
コロナウイルス感染症が流行し始めた2020年１月
から2022年10月を検索期間とし、「小児看護学実
習」をキーワードとして検索した（検索日：2022
年10月２日）。医学中央雑誌では会議録を除き59
件、CiNiiでは52件がヒットし、会議録や重複す
る文献を除き71文献を収集した。研究目的に該当
するように、実習内容の記載のみで学生の学びの
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理解を深めていた （木戸ら, 2020；北尾ら, 2022）。
時間経過を設定したシナリオをシミュレーション
で使用し、時間軸を現実の時間と合わせることで、
入院による子どもの発達への影響や発達段階に応
じた退院後の生活を見通した関わりを学生が学ぶ
ことにつながったと教員は感じていた（岡﨑ら，
2022）。
　教員は、≪リアリティの生成≫とともに、＜視
聴覚教材を用いる＞ことや（東出ら，2021；岩
佐，2021；岡保ら，2021；田中ら，2021；入江ら，
2022）、＜子どもや家族と関わった経験を想起さ
せる＞ように学生に促すことで（田中ら，2021）、
子どもや家族の状況の≪イメージ化≫を図ってい
た。
　教員は、教材を提示する際、学生が≪自ら学び
取る機会の提供≫をしていた。例えば、教員は、
紙面に記載した情報だけではなく、模擬カルテや
視聴覚教材を用いて（入江ら，2022）、＜学生自
身で情報を捉える機会を作る＞ことをしていた。
実習目標をふまえ、学習すべき要素を含め事例を
準備し（田中ら，2021）、＜学習すべき要素を含
む教材を提示する＞、複数の学生で一事例を受け
持つことで＜学生間で役割分担を考える機会を作
る＞こともしていた（木戸ら，2020）。
　教員は、学生の≪思考力の醸成≫に向け、＜子
どもの症状や生活について問いかける＞＜学生の
理解を深めるため個別指導をする＞＜学生が実践
した後に十分に振り返る＞ことをしていた。オン
ライン実習において、学生は、個別指導を受ける
ことで教員に質問がしやすく（岩佐, 2021）、教員
と良いコミュニケーションの中で学べていた（入
江ら，2022）。教員は、臨地実習よりも学内実習
のほうが、学生が実施したことを学生と共に振り
返る時間を自由に設定でき（木戸ら，2020）、学
生との十分な振り返りができると感じていた。学
生と共有できる時間が長いことで、教員は学生の
思考に近づいて実習を進めることができたと感じ
ていた（東出ら，2021）。西田ら（2021）は、学
生が自分の実践を十分に振り返ることで、療養環

習、１件は母児を外部模擬患者として招いた実習
であった。１件は小児外来実習の代替実習で、事
例へのトリアージや問診、家族への対応のロール
プレイングを中心とした実習であった。
2） �小児看護学実習の代替実習での工夫や学生の

学び
　オンラインや学内での代替実習での工夫に着目
し分析した結果、70コードが抽出された。コード
の内容を類似性や相違性から比較検討し、７カテ
ゴリー、24サブカテゴリーが見出された（表２）。
学生の学びに着目し分析した結果、70コードが抽
出された。コードの内容を類似性や相違性から比
較検討し、６カテゴリー、16サブカテゴリーが見
出された（表３）。≪≫はカテゴリー、＜＞はサ
ブカテゴリーを示す。

（1） 小児看護学実習の代替実習での工夫
　オンライン実習や学内実習といった代替実習に
おいて、学生の学びにつながると学生や教員が捉
えていた工夫は、≪リアリティの生成≫≪イメー
ジ化≫≪自ら学び取る機会の提供≫≪思考力の醸
成≫≪学生同士の学び合いの活性化≫≪学びの視
点の共有≫≪行き詰らないための配慮≫の７カテ
ゴリーからなる。
　≪リアリティの生成≫は、実際には病棟で実習
しているわけではないが、まるで本当に子どもや
母親や実習指導者に関わっていると学生が感じら
れるようにリアリティをつくり出すことである。
学生に提示する＜事例の時間軸を現実の時間に合
わせる＞、学内実習やオンライン実習のシミュ
レーションで、＜子ども役の人形の外観を変化さ
せる＞、教員が、患児役の人形を動かし子ども
の声を代弁する、母親役や実習指導者役を演じ、…
＜役になりきる＞、実習室やオンラインで＜病棟
と同じような場を作る＞、＜臨地実習で遭遇する
場面をシミュレーションする＞、＜学生の言動に
合わせて子どもの情報を提供する＞、＜変化する
子どもや家族の情報を日々提示する＞工夫が含ま
れていた。教員が演じることで、学生は、家族と
の関わりや小児病棟の療養環境をイメージでき、
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の成長発達の促進につながると実感し（東出ら，
2021）、＜子どもの頑張りの意味づけ＞の重要性
や、＜子どもの成長発達に合わせた看護＞を学ん
でいた（田中ら，2021；山本ら，2021；岡崎ら，
2022）。学生は、他の学生の患児とのシミュレー
ションの見学やカンファレンスを通して、異なる
疾患や発達段階の患児との関わりを学んでいた

（東出ら，2021；岡崎ら，2022）。北尾ら（2022）は、
モデル人形を教員が動かし発言し、模擬患児が反
応したことから、モデル人形であっても患児をイ
メージすることができ、子どもの成長発達や疾患
の理解につながったと考えていた。
　学生は、子どもや家族とのコミュニケーション
の方法（山本ら，2021；北尾ら，2022）や子ども
とのコミュニケーションや信頼関係の構築に遊び
を取り入れる必要性（岡崎ら，2022）というよう
に、＜子どもとの関係構築方法＞について学んで
いた。学生は、小児看護の＜情報収集＞の特徴や
大切さも学んでいた。山本ら（2022）は、学生が
主体となって実施する時間が臨地実習と比べて長
いことが、＜情報収集＞の学びにつながったと考
えていた。能登ら（2022）は、母子の外部模擬患
者とのリアリティのある実習により十分な情報収
集の大切さに気付く機会となるが、外部模擬患者
との対面後には、教員などによる十分な振り返り
学習の必要性を指摘していた。学生は、情報収集
や援助場面で、＜家族の協力＞を得ることの必要
性（岡崎ら，2022）を学んでいた。さらに、学生は、
子どもだけではなく家族も看護の対象であるこ
と（東出ら, 2021；西田ら, 2021；田中ら, 2021；
山本ら, 2021；北尾ら, 2022；能登ら, 2022；岡崎
ら, 2022）、＜家族への看護＞の大切さを学んでい
た。学生は、カンファレンスでの話し合いをもと
に、家族への具体的な支援の必要性を学んでいた

（田中ら，2021）。教員は、バイタルサイン測定実
施などのシミュレーションで、不安を抱く家族の
状況などを演じ、学生のイメージ化や学びにつな
げていた（木戸ら，2020；東出ら，2021）。教員
は、臨地実習と比較し学生が患児や家族と関われ

境や多職種連携の重要性まで学生の視野が広がっ
たと考えていた。
　教員は、≪学生同士の学び合いの活性化≫につ
ながる工夫を行っていた。教員は、カンファレン
スや学生同士で話し合う時間を設定し、＜意見交
換の場を保障する＞＜異なる発達段階や疾患の事
例を受け持つ学生同士が学びを共有できる場を作
る＞＜学生が講義する場を作る＞ことをしてい
た。学生同士の意見交換が活発になるよう、＜学
生の意見を可視化する＞＜意見交換のポイントを
伝える＞こともしていた。学生は、実習グループ
メンバーとオンラインで話し合い、他の学生の考
えを聴く機会が多くあり、他の学生の発表を見て、
他の学生から学ぶことができると感じていた（岩
佐，2021；入江ら, 2022）。
　教員は、学生が授業展開の意図をくみ取れるよ
うに、代替実習と臨地実習とのつながりを説明し

（入江ら, 2022）、＜先を見通せるよう学生と学び
の視点を共有する＞ことをしていた。また、教員
は、指導に偏りを生じないため＜教員同士の共通
認識を図る＞ようにし、≪学びの視点の共有≫を
していた。
　オンライン実習において、教員は、学生同士が
話し合えるオンラインの場を作り、休憩を適度に
確保し（入江ら，2022）、＜リラックスできる場
や時間を作る＞工夫をしていた。また、＜電話や
オンラインで個別に学生の状況を把握する＞こと
で、学生が一人で≪行き詰らないための配慮≫を
していた。

（2） 代替実習を通しての学生の学び
　オンラインや学内での代替実習での学生の学び
は、≪子どもの成長発達や疾患をふまえた看護≫
≪子どもへの倫理的配慮≫≪子どもの療養環境≫
≪チームワーク≫≪看護過程≫≪臨地実習と遜色
ない学び≫の６カテゴリーからなる。
　≪子どもの成長発達や疾患をふまえた看護≫で
は、学生は、子どもの＜成長発達や疾患の理解＞…
をし（東出ら，2021；田中ら，2021；北尾ら，
2022；能登ら，2022）、看護師の関わりが子ども
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を得られたと捉えていた（岩佐，2021；岡保ら，
2021；田中ら，2021；入江ら，2022）。

Ⅴ．考察

　コロナ禍で小児看護学実習がオンラインや学内
実習という代替実習であっても、学びにつながる
様々な工夫がされており、学生は多くの学びを得
て、臨地実習と遜色ない学びであると教員が感じ
ていたことが明らかとなった。今回明らかとなっ
た学びにつながる工夫をもとに、小児看護学実習
の代替実習での学生の学びを深めるため教員に求
められることや今後の課題について考察する。

1. �代替実習での学生の学びを深めるため教員に
求められること

　代替実習での学生の学びにつながる工夫とし
て、リアリティの生成にあたるコードが最も多く
抽出された。実習室を病室に見立て、教員が、母
親や指導者の役となり、人形の子ども役の声や動
きを行うことで、学生は、リアリティを感じてい
た。学生がリアリティを感じられるようにするに
は、教員は、小児病棟の状況や入院する子どもや
家族のことをよく理解していることが不可欠であ
る。そのうえで、学習すべき要素を含む事例を設
定し、シミュレーションにおいては、実習で遭遇
する場面を想起しながら、学生の言動に対する子
どもや家族の反応を演じる必要がある。
　教員は、子どもや小児病棟を学生がイメージし
やすくなるよう、視聴覚教材を用いていた。教員
は、学生間で子どもの発達や疾患に関する学びが
深まるように、あらかじめ多様な疾患や年齢の子
どもの事例を学生に受け持たせるよう準備をして
いた。また、教員は、模擬カルテや視聴覚教材か
ら学生自ら情報を捉える機会や、学生間での役割
分担を考える機会を作るよう工夫していた。その
ような関わりを教員が行うためには、教員の教材
作成や活用に関する教育力とともに、代替実習の
準備時間の確保が必要である。

る時間が長く、実際に看護援助を行ったことが家
族看護の視点を持つことにつながったと考えてい
た（山本ら，2022；岡崎ら，2022）。
　学生は、危険を予測して関わることの大切さ（東
出ら，2021）、子どもの苦痛を緩和する工夫（田
中ら，2021）、子どもや家族の不安や恐怖の軽減
に向けた関わり（岡崎ら，2022）、小児外来の場
を安心できる場にすること（西田ら, 2021）、安
全安楽を踏まえたバイタルサイン測定の技術（岡
崎ら，2022）といった＜安全安楽を守る看護＞を
学んでいた。岡崎ら（2022）は、カンファレンス
で学生の対応を振り返ったことで、＜安全安楽を
守る看護＞の学びにつながったと考えていた。ま
た、カンファレンスで教員から多職種連携に関す
る議題を提示し、学生に考えさせることで、＜多
職種連携＞の学びにつながったと教員は捉えてい
た（東出ら，2021）。
　学生は、子どもは自分の思いを言葉で表現する
ことが難しいこともあるが、子どもの病気や治療
への思いを聴いてから支援するという、＜子ど
もの意思を尊重する看護＞の重要性も学んでい
た（田中ら，2021；岡崎ら，2022）。学生は、自
分の実施した＜看護に責任を持つ大切さ＞をカン
ファレンスの話し合いを通し学んでいた（田中ら，
2021）。そのように、学生は、カンファレンスで、
子どもへの対応を振り返り（岡崎ら, 2022）、他の
学生らと話し合う中で（田中ら，2021）、≪子ど
もへの倫理的配慮≫の学びを深めていた。
　視聴覚教材を用いることや実践後の振り返りを
通して、学生は、≪子どもの療養環境≫について
学んでいた（岩佐，2021；西田ら，2021；北尾ら，
2022）。学生は、シミュレーションやカンファレ
ンスを通し、＜グループ内の役割分担＞や＜学び
合う力＞といった≪チームワーク≫を学んでいた

（木戸ら，2020；東出ら，2021）。学内実習で時間
をかけて学習することで、≪看護過程≫に対する
学生の理解は深まっていた（田中ら，2021）。教
員は、オンライン実習でも、子どもと実際会えな
かったこと以外は、≪臨地実習と遜色ない学び≫
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せることは難しい。教員は、電話やオンラインで
学生の状況を把握し、学生の学びのペースに合わ
せて、実習目標に到達できるよう、個別に支援す
るとともに学生同士の学び合いを活性化できるよ
うに関わることが必要である。

2. 今後の課題
　小児看護学実習の代替実習での学生の学びを、
教員は、臨地実習と遜色ない学びと捉えていた。
大森（2022）は、コロナ禍における看護学生の臨
地実習の代替実習に関する文献検討を行い、臨地
実習で学ぶことが必要な内容として、「患者との
人間関係の構築」と「ケアの提供を通した振り返
り」であることが示唆されたと報告している。今
回の分析対象とした文献において、学生は、人形
や外部模擬患者とではあるが、子どもとの関わり
方やコミュニケーションの方法、信頼関係を構築
するうえで遊びを取り入れる必要性といった子ど
もとの関係構築方法を学んでいたことが報告され
ていた。子どもとの真の関係構築ではないが、教
育方法を工夫することで、「患者との人間関係構
築」という臨地実習での学びに近づけることが可
能であることを示唆している。
　教員は、小児看護学実習の代替実習において、
学生が実践した後に十分に振り返るという工夫を
行っていた。大森（2022）が臨地実習で学ぶこと
が必要として挙げた「ケアの提供を通した振り返
り」に近似すると考えられる。このように、代替
実習では、教員の工夫により臨地実習に近い学び
を得ることができる。しかし、代替実習での実践
における子どもや母親の反応は、教員の想定範囲
に限定されたものである。
　普段子どもと接する機会が少ない学生にとっ
て、子どもの反応を予測することは難しい。看護
師の実践の観察や教員や看護師からの助言は、学
生の気づきにつながり（乗越, 2020）、臨床判断
に必要となる思考方法の獲得に影響する（岡田, 
2020）。それらのことから、臨地実習において、
日々、看護師の実践やその時の子どもの反応を観

　学生は、オンラインや学内実習ではあるが、子
どもの成長発達や疾患をふまえた看護や子どもの
意思を尊重した看護の重要性を学んでいた。子ど
もの気持ちを尊重した看護を実践するための教育
的支援として、教員は、学生が自分自身の言葉で
体験を語る機会を提供し、他者心理の理解を通し
て自己理解を促す必要がある（吉岡ら, 2021）。今
回の分析対象とした文献においても、カンファレ
ンスでの話し合い、学生の対応の振り返りにより
学びにつながっていることが示されていた。教員
と学生との振り返りや、カンファレンスで学生が
自らの対応を振り返り、他の学生と話し合うこと
が、学生自身の言葉で体験を語る機会となってい
たと考える。臨地実習では他の学生の実践を目に
することは難しいが、学内実習やオンライン実習
では、学生が他の学生の実践を見ることは比較的
容易である。他の学生の実践を見たうえで意見交
換ができると、実践の詳細な部分についても意見
交換が可能となり、学生同士の学び合いが活性化
されると考える。学生がお互いの実践を見たうえ
で振り返り、意見交換することができる場を作る
ことや問いかけを行うことが教員には求められ
る。
　学生は、看護過程の学びについて、学内実習で
時間をかけたため理解が深まったことをあげてい
た。小児看護学実習は、実習施設の確保が難し
く、病棟での実習期間が徐々に短縮している。ま
た、子どもの入院期間も短いことが多い。短期間
の実習での子どもとの関わりの中で、学生は学ぶ
ことが多く、そのスピードに追いつくことに必死
にならざるを得ない状況である。臨地での短期間
実習における困難として、児の情報収集を満足に
行えないことがあり、教員は、学生個々の能力に
合わせた情報提供を行い補完している（山本ら, 
2018）。代替実習では、時間の融通が利き、学生個々
の学びのペースに合わせることが臨地実習よりも
比較的容易である。しかしながら、オンライン実
習では、学生と直接会うことができないため学生
個々の状況を把握しづらく、学生のペースに合わ
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ウイルス感染症拡大化における小児看護学実
習の目標達成に向けた学内・遠隔実習展開－
小児外来でのトリアージと継続看護実習を中

察することや、看護師から指導を受けることは、
代替実習において教員から指導を受けるのみより
も、学生の気づきや臨床判断に必要となる思考方
法の獲得につながりやすいと考えられる。代替実
習において、臨地の看護師の実践を観る、看護師
から実践の振り返りにおいて助言を得る機会を作
るなど、臨地の看護師の協力により学生の学びが
深まると考えられる。今回の分析対象とした文献
においては、臨地の看護師の協力について記載し
たものはなかった。今後、代替実習が様々な教育
機関で行われる中で、臨地の看護師にどのように
協力を得ることが学生の学びを深めるのかについ
ての研究が望まれる。

Ⅵ．結論

　11文献を対象とし、コロナ禍における小児看護
学実習の代替実習での工夫や学生の学びについて
文献検討を行い、代替実習でも、学生は、子ども
の成長発達や疾患をふまえた看護、子どもへの倫
理的配慮、子どもの療養環境、チームワーク、看
護過程を学んでおり、学生は臨地実習と遜色ない
多くの学びを得ていたと教員が認識していたこと
が明らかとなった。また、代替実習での学生の学
びが深まるよう、学生がリアリティを感じられる
ような工夫、視聴覚教材や経験の想起によるイ
メージ化、学生が自ら学び取る機会の提供、振り
返りや問いかけや個別指導による思考力の醸成、
学生同士の学び合いの活性化、学生や教員同士の
学びの視点の共有、学生が行き詰まらないための
配慮といった工夫がなされていることも明らかと
なった。
　教員は、代替実習において、臨地で実習してい
るかのようなリアリティを作り出し、学生が行き
詰まらないよう配慮しながら、実習目標に到達で
きるよう、個別に支援するとともに、学生同士の
学び合いを活性化できるように関わることが必要
である。
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